
無断転載・流用はご遠慮下さい

Copyright ImproJapan 1-1204

【連想しりとりゲーム】
左側の単語からしりとりをし、その言葉から連想するものを
書きましょう。

例）滝→きつね（しりとり）→あぶらあげ（連想）

制限時間：各20秒

１）さくら → （しりとり） （連想）→

２）馬 → （しりとり） （連想）→

３）校歌 → （しりとり） （連想）→

４）枝豆 → （しりとり） （連想）→

５）ピンク → （しりとり） （連想）→

６）紅茶→ （しりとり） （連想）→

７）メートル → （しりとり） （連想）→

８）みかん → （しりとり） （連想）→

９）パンダ → （しりとり） （連想）→

１０）金魚 → （しりとり） （連想）→
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＊制限時間はあくまで“考え込まないで感じたまま書く”ための目安です。
あまり厳密にとらわれずに、ご記入ください。

初級編



無断転載・流用はご遠慮下さい

Copyright ImproJapan 2-1204

【最初の1行と最後の1行】
下記に架空の物語の最初の1行と最後の1行が書かれています。
その途中のあらすじを創ってみてください。

制限時間：各2分

上級編

制限時間はあくまで考え込まないで感じたまま書くための目安です。
あまり厳密にとらわれずに、ご記入ください。

① 【最初】 昔、お腹のとても大きな和尚がいた。
和尚は自慢げに、そのお腹を木魚の代わりにたたいていたのだった。

【最後】 それからというもの、この山では３６５日真っ赤なリンゴが
採れるようになったのです。

（あらすじ）

② 【最初】 小学3年生の太郎は、毎日学校の帰りに野良犬に給食の残りをあげていた。

【最後】 ついに、2回目の東京オリンピックが開幕した。

（あらすじ）

③ 【最初】 この国の王様は、毎朝目覚めると大音量でベートーベンの第九を聞いていた。

【最後】 そのおかげで、この国の子ども達は食べ物の好き嫌いがなくなったのだった。

（あらすじ）


